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【
総

括

質

疑
】

Ｑ
   経
常
収
支
比
率
（
数
値
が
低
い
ほ

ど
弾
力
性
が
あ
る
）
は
　
・
５
％
、
経

８８

常
一
般
財
源
等
比
率
（
１
０
０
を
超
え

る
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
）
は
１
０

２
・
５
％
と
、
と
も
に
前
年
度
よ
り
悪

化
し
て
い
る
。
決
算
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
等
に
よ
り
安
定
し
て
見
え
る
が
、

実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
、
基
金
残
高
は

い
く
ら
で
安
定
と
考
え
る
か
。（
牧
野
）

Ａ
   経
常
収
支
比
率
等
が
悪
化
し
た
要

因
は
、
地
方
交
付
税
の
減
額
に
よ
る
。

急
激
な
財
政
状
況
の
悪
化
は
な
い
が
、

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
安
定
的

な
基
金
残
高
は
　
億
円
と
考
え
て
い
る
。

７０

（
財
務
課
長
）

Ｑ
   執
行
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
一
次

産
業
や
商
工
業
の
事
業
後
継
者
が
確
実

に
育
っ
て
い
れ
ば
活
性
化
が
期
待
で
き

る
が
、
今
回
の
決
算
を
通
じ
て
も
「
人

材
育
成
」
に
は
希
望
が
見
え
て
こ
な
い
。

も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。（
赤
井
）

Ａ
   町
長
に
と
っ
て
常
に
心
に
と
め
て

い
る
大
き
な
施
策
。
地
道
に
や
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。（
副
町
長
）

Ｑ
   町
税
の
不
納
欠
損
が
、
前
年
よ
り

２
１
７
件
、
４
８
０
万
円
増
加
し
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
の
か
。

（
佐
藤
）

Ａ
   不
納
欠
損
す
る
時
は
、
財
産
調
査

を
行
な
い
、
差
押
え
可
能
財
産
が
な
い

場
合
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
と
な
り
、

そ
れ
が
３
年
継
続
し
た
場
合
に
不
納
欠

損
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
他
、
生
活
保
護
や
居
所
不
明
な

ど
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
。

納
税
相
談
に
は
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

（
納
税
係
長
）

【
総
　
務
　
費
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業

Ｑ
   任
期
終
了
し
て
も
、
八
雲
に
残
り

た
い
と
い
う
声
は
あ
る
か
。（
赤
井
）

Ａ
   令
和
４
年
度
は
２
人
が
町
内
に
就

職
。
令
和
５
年
度
は
２
人
が
延
長
。
他

に
も
八
雲
に
残
り
た
い
と
い
う
声
は
あ

る
。（
政
策
推
進
課
長
）

Ｑ
   予
算
で
は
新
規
　
人
だ
が
、
決
算

１０

で
２
人
の
理
由
は
。
応
募
者
が
減
っ
て

い
る
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   他
に
も
応
募
が
あ
っ
た
が
様
々
な

理
由
で
辞
退
し
、
結
果
的
に
２
名
と

な
っ
た
。
町
が
求
め
て
い
る
業
種
と
、

希
望
す
る
業
種
が
合
致
し
な
い
こ
と
も

要
因
。（
政
策
推
進
課
長
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事
業

Ｑ
   福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
の
影
響

も
あ
る
中
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

通
じ
て
、
ホ
タ
テ
を
応
援
す
る
と
い
う

動
き
は
な
い
の
か
。（
関
口
）

Ａ
   返
礼
品
の
ホ
タ
テ
の
動
き
に
関
し

て
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
。

今
後
、
事
業
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

八
雲
町
の
ホ
タ
テ
が
よ
り
目
立
つ
よ
う

工
夫
し
て
い
く
。（
政
策
推
進
課
長
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
受
入
事
業

Ｑ
   受
入
住
宅
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
生
徒
等
、
他
に
利
用
で
き
な

い
の
か
。（
三
澤
）

 佐  藤 　 智  子 　委員長
さ とう とも こ

右のＱＲコードから
決算委員会の中継を
見ることができます

１日目 ２日目 ３日目
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Ａ
   ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
を
優
先
に
、

合
宿
や
域
学
連
携
等
の
活
用
を
考
え
て

い
る
。
基
本
的
に
は
町
と
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
か
、
誘
致
を
考
え
て
い
る

事
業
で
な
け
れ
ば
難
し
い
。（
政
策
推

進
課
長
）

域
学
連
携
推
進
事
業

Ｑ
   域
学
連
携
の
テ
ー
マ
は
。（
赤
井
）

Ａ
   上
智
大
学
と
は
協
定
を
結
び
、
協

議
で
テ
ー
マ
を
決
定
。
令
和
４
年
度
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
留
学
生
と
八
雲
中
学
校

３
年
生
が
異
文
化
交
流
を
行
っ
た
。

（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ａ
   札
幌
大
谷
大
学
は
、
運
営
方
針
の

見
直
し
で
活
動
が
で
き
ず
令
和
５
年
度

以
降
も
難
し
い
状
況
。
今
後
は
「
す

ま
ぃ
る
熊
石
」
を
活
用
し
た
事
業
を
検

討
し
て
い
る
。（
地
域
振
興
課
長
）

Ｑ
   交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
な
ら
、

こ
ち
ら
か
ら
テ
ー
マ
を
提
示
す
る
な
ど
、

要
望
を
伝
え
る
べ
き
で
は
。（
赤
井
）

Ａ
   令
和
５
年
度
は
上
智
大
学
と
八
雲

高
校
の
生
徒
の
交
流
も
準
備
を
進
め
て

い
る
。
町
か
ら
も
意
見
を
伝
え
て
い
き

た
い
。（
商
工
労
政
観
光
課
長
）

地
域
高
校
就
学
支
援
事
業

Ｑ
   事
業
効
果
は
出
て
い
る
の
か
。
他

に
方
法
は
な
い
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
   現
在
の
補
助
金
の
支
援
に
よ
っ
て

遠
方
か
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
学

校
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。（
政
策
推
進
課
長
）

地
域
公
共
交
通
網
形
成
事
業

Ｑ
   実
証
実
験
の
結
果
と
今
後
の
対
策

は
。（
倉
地
）

Ａ
   実
証
実
験
は
利
用
者
が
少
な
か
っ

た
が
、
総
合
病
院
や
関
係
機
関
と
調
整

し
、
患
者
輸
送
バ
ス
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
き
た
い
。（
政
策
推
進
課
長
）

総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

Ｑ
   ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布

し
た
が
、
そ
れ
を
役
立
て
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
大
切
で
は
。（
大
久
保
）

Ａ
   希
望
が
あ
れ
ば
出
前
説
明
会
も
考

え
て
い
る
。
来
年
度
に
策
定
予
定
の
津

波
避
難
計
画
に
合
わ
せ
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
も
再
周
知
し
て
い
く
。（
総
務

課
長
）

Ｑ
   令
和
４
年
度
は
、
い
く
つ
の
地
域

が
避
難
訓
練
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、
災

害
時
の
炊
き
出
し
は
し
な
い
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
   令
和
４
年
度
は
、
学
校
の
一
日
防

災
学
校
に
協
力
し
た
の
み
。
炊
き
出
し

は
自
衛
隊
の
協
力
が
必
要
。（
総
務
課

長
）

【
選
　
挙
　
費
】

Ｑ
   立
会
人
の
交
代
制
の
成
果
は
。

（
三
澤
）

Ａ
   半
日
と
な
っ
た
こ
と
で
、
応
募
の

し
や
す
さ
が
あ
っ
た
が
、
ま
だ
定
着
し

て
い
な
い
。
今
年
度
は
登
録
制
に
す
る

な
ど
、
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。（
選
管
事
務
局
長
）

Ｑ
   移
動
投
票
所
は
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
に
活
用
し
て
い
た
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   上
八
雲
地
区
の
み
。
当
初
は
有
権

者
数
が
少
な
い
地
域
の
投
票
率
を
上
げ

る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
者
の
足
の

確
保
に
視
点
を
変
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。（
選
管
事
務
局
長
）

Ｑ
   投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
と

し
て
も
、
地
域
公
共
交
通
の
実
験
は
続

け
て
も
ら
い
た
い
。（
関
口
）

Ａ
   地
域
公
共
交
通
の
例
と
し
て
、
選

挙
と
買
い
物
の
組
み
合
わ
せ
等
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
選
管
事
務
局
長
）

【
民
　
生
　
費
】

福
祉
バ
ス
整
備
事
業

Ｑ
   座
席
の
間
が
と
て
も
狭
い
と
聞
い

た
が
、
ど
の
よ
う
な
選
定
方
法
か
。
何

か
声
は
届
い
て
い
る
か
。（
三
澤
）

Ａ
   中
規
模
バ
ス
の
種
類
が
限
定
さ
れ

て
お
り
、
仕
様
も
標
準
の
も
の
で
購
入

し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
、
狭
い

と
い
う
声
は
な
い
。（
保
健
福
祉
課
長
）

【
衛
　
生
　
費
】

八
雲
地
域
ゴ
ミ
処
理
関
連
業
務
委
託
料

Ｑ
   予
算
額
が
毎
年
減
額
と
な
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
減
額
は
、
業
者

に
無
理
が
な
い
の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
   予
算
と
実
際
の
入
札
額
と
の
違
い

や
、
適
切
な
積
算
で
予
算
額
を
見
直
し

 横  田  喜  世  志 　副委員長
よこ た き よ し
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た
こ
と
に
よ
る
減
額
。
業
者
か
ら
の
報

告
は
黒
字
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
適

切
に
対
応
す
る
。（
環
境
水
道
課
長
）

【
商
　
工
　
費
】

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業

Ｑ
   こ
の
制
度
が
き
っ
か
け
で
八
雲
町

に
就
職
し
た
人
は
い
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
   町
内
主
要
企
業
の
採
用
予
定
者
数
、

高
卒
見
込
み
数
を
も
と
に
、
１
０
０
名

を
見
込
ん
だ
が
、
結
果
は
　
名
。
初
年

４４

度
と
し
て
は
良
い
数
字
と
捉
え
て
い
る
。

　
転
入
者
は
道
内
か
ら
　
人
、
道
外
か

２１

ら
３
人
、
こ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
が
６
人
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、　

％
が
「
奨

８５

励
金
が
な
く
て
も
移
住
し
た
。」
と
い
う

回
答
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
徹
底
し
た

い
。（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

奨
学
金
償
還
支
援
事
業

Ｑ
   こ
の
事
業
の
効
果
は
。
コ
ロ
ナ
禍

で
若
年
層
の
貧
困
が
表
面
化
し
て
い
る

中
、
こ
の
制
度
は
利
用
者
に
周
知
さ
れ

て
い
る
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

３
年
間
検
証
し
た
結
果
、
大
き
な
効
果

が
得
ら
れ
ず
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
一
本

化
し
た
。
奨
学
金
の
負
担
軽
減
で
は
な

く
、
産
業
の
担
い
手
確
保
と
定
住
が
目

的
で
あ
り
、
商
工
業
、
農
漁
業
者
の
奨

学
金
利
用
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ｑ
   事
業
の
予
算
的
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
を
考
え
た
結
果
か
。（
三
澤
）

Ａ
   効
果
検
証
を
し
、
分
析
し
た
結
果

だ
。（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

平
田
内
泉
源
管
理
事
業

Ｑ
   泉
源
の
管
理
の
状
況
は
。（
黒
島
）

Ａ
   １
本
の
井
戸
に
温
度
低
下
が
起
き

て
い
る
。
昨
年
の
　
月
に
雨
水
が
侵
入

１１

し
て
温
度
が
低
下
し
た
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
様
子
を
見
な
が
ら
汲
み
上
げ
て

い
く
。
残
り
の
井
戸
に
つ
い
て
も
、
北

海
道
の
補
助
事
業
で
調
査
し
、
今
後
も

適
切
な
管
理
を
す
る
。（
産
業
課
長
）

熊
石
観
光
協
会
観
光
振
興
事
業
補
助
金

Ｑ
   Ｈ
Ｔ
Ｂ
の
番
組
「
コ
コ
キ
ャ
ン
」

の
効
果
は
。（
赤
井
）

Ａ
   ６
月
　
・
　
日
の
２
日
間
、
熊
石

２２

２３

の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
キ
ャ
ン
プ
の
状
況

や
催
し
物
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
さ

れ
る
な
ど
、
青
少
年
旅
行
村
や
地
域
の

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ
。
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
天
候
不
順
も
あ

り
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
数
は
昨
年

に
比
べ
減
少
し
た
。（
産
業
課
長
）

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
補
助
金

Ｑ
   空
き
店
舗
区
画
に
つ
い
て
商
店
街

組
合
と
の
話
し
合
い
は
進
ん
で
い
る
の

か
。（
黒
島
）

Ａ
   空
き
区
画
は
　
区
画
あ
り
、
ロ
ー

１０

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
稼
働
し
て
い
な
い

状
態
。
商
店
街
組
合
と
協
議
し
て
い
る

が
、
閉
店
後
も
負
担
し
て
い
る
人
も
い

る
た
め
、
公
平
性
を
考
え
、
今
後
の
方

向
性
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
伝
え
て
い

る
。（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ｑ
   本
町
の
歩
道
の
除
雪
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
町
と
し
て
主
体
的
に
歩

道
の
安
全
を
考
え
る
べ
き
。（
三
澤
）

Ａ
   長
い
間
話
し
合
い
を
し
て
い
る
が
、

結
果
が
出
て
い
な
い
。
歩
行
者
の
冬
の

安
心
・
安
全
は
町
の
責
任
な
の
で
、
早

急
に
協
議
を
進
め
た
い
。（
副
町
長
）

【
農
林
水
産
業
費
】

黒
岩
漁
港
道
路
整
備
事
業

Ｑ
   こ
の
整
備
は
漁
協
か
ら
の
要
請
に

よ
る
も
の
な
の
か
。（
関
口
）

Ａ
   道
路
の
経
年
劣
化
に
よ
り
、
漁
協

か
ら
の
要
望
で
整
備
し
た
。
町
道
と
は

な
っ
て
い
な
い
。（
水
産
課
長
）

コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業

Ｑ
   令
和
元
年
か
ら
の
事
業
で
あ
る
が
、

現
在
の
状
況
は
。
コ
ン
ブ
の
傷
み
や
、

成
長
が
遅
い
等
で
製
品
に
な
ら
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
漁
業
者
や
北
海
道
と
協

議
し
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。（
黒
島
）

Ａ
   事
業
主
体
の
北
海
道
が
令
和
３
年

度
に
入
れ
た
　
基
は
１
０
０
％
の
着
床

５０

率
と
い
う
結
果
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
で
造
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ン
ブ

に
傷
が
つ
き
や
す
い
こ
と
は
漁
協
か
ら

聞
い
て
い
る
。
投
石
も
含
め
、
整
備
に

つ
い
て
北
海
道
と
協
議
し
進
め
る
。

（
水
産
課
長
）

青少年旅行村
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ホ
タ
テ
貝
ア
イ
ヌ
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

Ｑ
   予
算
に
つ
い
て
は
減
額
補
正
を
行

っ
た
の
か
。
効
果
と
今
後
は
。（
斎
藤
）

Ａ
   稚
貝
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
事
業
費
の
減
額
で
あ
り
、
補

正
は
し
て
い
な
い
。
地
場
産
の
正
常
貝

は
　
％
、
日
本
海
か
ら
輸
入
し
た
正
常

９０
貝
は
　
・
６
％
で
効
果
は
あ
っ
た
。

９４

当
初
、
令
和
３
～
５
年
度
の
計
画
だ
っ

た
が
、
稚
貝
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
事
業
と
な

る
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。（
水
産
課
長
）

新
規
就
農
支
援
資
金
貸
付
事
業

Ｑ
   令
和
４
年
度
の
新
規
就
農
者
は
。

ま
た
、
新
規
就
農
後
に
離
農
さ
れ
た
方

へ
の
対
応
は
十
分
だ
っ
た
か
。（
赤
井
）

Ａ
   １
名
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
受

け
入
れ
農
家
と
の
協
議
や
、
本
人
の
意

向
の
結
果
、
断
念
し
た
。

　
離
農
さ
れ
た
方
は
研
修
牧
場
に
勤
め

た
が
、
そ
の
後
退
職
。
今
後
は
新
規
就

農
後
に
離
農
さ
れ
る
方
に
は
早
め
に
関

係
機
関
と
連
携
し
、
親
身
に
対
応
す
る
。

（
農
林
課
長
）

情
報
収
集
等
業
務
効
率
化
支
援
事
業

Ｑ
   農
業
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
布
し
た
が
、
そ
の
用
途
は
。（
三
澤
）

Ａ
   農
地
の
現
地
確
認
ア
プ
リ
に
よ
る

農
地
の
利
用
状
況
調
査
や
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
、
資
料
の
送
付
等
を
考
え
て
い

る
。（
農
林
課
長
）

サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業

Ｑ
   運
営
管
理
費
が
増
額
し
た
理
由
は
。

（
三
澤
）

Ａ
   フ
ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
や
軽
ト
ラ
ッ

ク
等
の
備
品
を
補
正
対
応
し
て
購
入
し

た
。（
サ
ー
モ
ン
推
進
室
長
）

Ｑ
   上
八
雲
の
施
設
購
入
費
５
千
万
円

は
令
和
４
年
度
の
予
算
書
に
載
せ
る
時

に
は
仮
契
約
が
で
き
て
い
た
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
   仮
契
約
、
覚
書
等
は
な
い
。（
サ
ー

モ
ン
推
進
室
長
）

Ｑ
   口
頭
に
よ
る
協
議
だ
け
で
予
算
書

に
掲
載
す
る
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
   一
般
的
に
は
、
覚
書
な
ど
は
な
く

予
算
計
上
し
、
議
決
後
に
売
買
契
約
を

行
う
こ
と
と
な
る
。（
総
務
課
長
）

Ａ
   不
動
産
を
購
入
す
る
場
合
、
交
渉

で
金
額
が
決
ま
れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に

予
算
化
す
る
。
仮
契
約
し
て
議
決
後
、

本
契
約
と
な
る
。（
財
務
課
長
）

Ｑ
   所
有
者
が
５
千
万
円
で
売
る
意
思

が
あ
っ
た
か
ら
予
算
計
上
を
し
た
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
   当
初
は
通
常
の
売
買
を
予
定
し
、

令
和
４
年
度
予
算
に
５
千
万
円
を
計
上

し
た
が
、
協
議
の
中
で
「
土
地
収
用
法
」

の
話
が
出
た
た
め
、
３
月
で
減
額
補
正

し
、
改
め
て
契
約
に
向
け
た
協
議
を
し

て
い
る
。（
サ
ー
モ
ン
推
進
室
長
）

ひ
や
ま
地
域
サ
ケ
増
殖
事
業

檜
山
サ
ケ
ふ
化
施
設
整
備
事
業

檜
山
ニ
シ
ン
海
中
中
間
育
成
施
設
整
備
事
業

Ｑ
   事
業
の
検
証
結
果
は
。（
大
久
保
）

Ａ
   ニ
シ
ン
は
今
年
２
月
に
群
来
を
確

認
。　

ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ
た
。
ナ
マ

２．４

コ
は
、
毎
年
２
～
３
千
万
円
の
水
揚
げ

が
あ
る
。
サ
ケ
は
、
放
流
か
ら
３
～
５

年
か
か
り
、
安
定
的
に
維
持
は
で
き
て

い
な
い
が
、
重
要
な
資
源
と
考
え
て
い

る
。（
産
業
課
長
）

【
消
　
防
　
費
】

Ｑ
   消
防
団
員
が
減
っ
て
い
る
が
、
確

保
対
策
は
。（
三
澤
）

Ａ
   消
防
大
会
の
際
に
団
員
促
進
ブ
ー

ス
を
設
け
て
、
町
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

各
分
団
に
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い
と

い
う
声
は
あ
る
が
、
極
端
に
減
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。（
消
防
長
）

【
教
　
育
　
費
】

読
解
力
向
上
推
進
事
業

Ｑ
   事
業
の
成
果
と
課
題
は
。（
赤
井
）

Ａ
   リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
等

を
行
い
、
学
習
意
欲
が
総
合
的
に
向
上

し
、
成
果
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
授
業
改
善
、
読
解
力
の
向
上
が
推

進
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
が
、
更
に
工
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夫
し
進
め
た
い
。（
学
校
教
育
課
参
事
）

Ｑ
   基
礎
学
力
が
定
着
し
た
ら
、
そ
れ

を
活
か
し
、
更
に
創
造
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
が
。（
赤
井
）

Ａ
   授
業
が
わ
か
る
と
、
学
力
が
向
上

し
、
学
習
意
欲
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

自
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
る

よ
う
総
合
的
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。

（
学
校
教
育
課
参
事
）

木
彫
り
熊
講
座
開
設
事
業

Ｑ
   事
業
の
成
果
は
。
後
継
者
は
育
っ

て
い
る
か
。（
倉
地
）

Ａ
   経
験
年
数
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
長

期
間
の
受
講
生
も
い
る
。
木
彫
り
熊
の

制
作
実
演
を
し
た
方
も
い
た
。
後
継
者

と
な
る
ま
で
に
は
、
時
間
が
か
か
る
。

（
社
会
教
育
課
長
）

Ｑ
   木
彫
り
熊
に
特
化
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
は
。（
三
澤
）

Ａ
   講
師
の
後
継
者
も
大
き
な
課
題
。

協
力
隊
の
採
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
社
会
教
育
課
長
）

木
彫
り
熊
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
企
画
開
発
事
業

Ｑ
   事
業
の
結
果
と
検
証
、
今
後
の
展

望
は
。（
大
久
保
）

Ａ
   木
彫
り
熊
の
魅
力
を
全
国
に
と
、

デ
ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
を
企
画
販
売
し
、
八

雲
町
の
歴
史
を
伝
え
る
下
げ
札
も
作
成
。

東
京
の
店
舗
で
テ
ス
ト
販
売
を
し
た
が
、

幅
広
い
年
齢
層
が
来
店
し
、
海
外
客
も

多
く
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
効
果

が
あ
っ
た
。
ブ
ー
ム
で
は
な
く
八
雲
町

の
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
社
会
教
育
課
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
整
備
事
業

Ｑ
   不
登
校
の
子
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

が
っ
て
い
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
   不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
２
割
程

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
習
し
て
い
る
。

学
校
に
来
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
別
室
指
導
や
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
、

つ
な
が
り
を
切
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
。（
学
校
教
育
課
参
事
）

八
雲
町
平
和
学
習
事
業

Ｑ
   図
書
館
で
平
和
学
習
の
報
告
書
が

閲
覧
で
き
な
い
理
由
は
。（
三
澤
）

Ａ
   届
け
て
い
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
も
含
め
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。（
社
会
教
育
課
長
）

Ｑ
   報
告
書
に
は
個
人
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
イ
ニ

シ
ャ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
行
き
過
ぎ
た

配
慮
な
の
で
は
。（
三
澤
）

Ａ
   イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
個
人
情
報

の
観
点
で
慎
重
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

本
人
や
家
族
の
希
望
も
含
め
、
検
討
し

た
い
。（
教
育
長
）

二
十
歳
の
集
い

Ｑ
   二
十
歳
の
集
い
の
写
真
が
町
広
報

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
あ

っ
た
。
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。（
佐
藤
）

Ａ
   報
告
の
意
味
も
込
め
て
、
掲
載
す

る
方
向
で
考
え
る
。（
教
育
長
）

　【
歳
　
　
入
】

Ｑ
   固
定
資
産
税
の
現
年
度
分
が
不
納

欠
損
に
な
っ
て
い
る
が
。（
横
田
）

Ａ
   建
物
が
残
っ
て
い
る
と
、
法
人
の

実
態
が
な
く
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
る
。
慎
重
な
検
討
の
も
と
即
時
消

滅
に
よ
っ
て
不
納
欠
損
と
し
た
。（
財

務
課
長
）

【
病
院
事
業
会
計
】

Ｑ
   医
師
の
残
業
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。（
三
澤
）

Ａ
   平
日
は
ほ
と
ん
ど
残
業
が
な
い
。

夜
間
・
休
日
の
呼
び
出
し
も
多
く
は
な

い
。
今
後
、
出
退
勤
の
状
況
を
電
子
化

し
、
細
か
く
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
予
定
。（
総
合
病
院
事
務
長
）

Ａ
   国
保
病
院
も
時
間
外
労
働
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
夜
間
・
休
日
は
医
師
の
宿

日
直
で
対
応
し
て
い
る
が
、
件
数
も
多

く
な
い
。（
国
保
病
院
事
務
長
）

Ｑ
   午
後
診
療
な
ど
、
診
療
時
間
の
調

整
等
に
お
い
て
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
余
地

は
あ
る
と
思
う
が
。（
三
澤
）

Ａ
   出
張
医
は
派
遣
の
時
間
制
約
が
あ

る
た
め
難
し
く
、
常
勤
医
師
に
つ
い
て

も
入
院
患
者
の
管
理
な
ど
の
業
務
が
あ

る
。
今
後
は
院
長
と
相
談
し
、
外
来
時

間
の
拡
大
も
考
え
て
い
き
た
い
。（
総

合
病
院
事
務
長
）

木彫り熊グッズ
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令和５年度一般会計補正予算

１億6,133万5千円追加
（補正後の総額 166億1,657万1千円）

　第３回定例会は９月６日から９月13日までの会期で開かれました。補正予算、条例改正、
工事請負契約の締結など、議案11件、報告３件、同意３件、認定９件を審議し、いずれも
原案どおり可決しました。

第３回定例会

締結など、議案11件、報告３件、同意３件、認定９件を審議
しました。

補正の主な内容

　国際的な飼料の原材料価格高騰などにより、農業や酪農
を営む法人が直面する飼料価格高騰に対する負担軽減を図
るため、新函館農業協同組合等を通じ支援するもの。

　サーモン養殖事業における種苗生産施設のバッ
クアップ施設として、民間事業者が所有する上八
雲のふ化施設を購入するもの。取得に際し、所有
者より土地収用法を適用できないかとのことで協
議を進めたが、より慎重な議論と対応が必要と考
え、可決するものの、議論は継続することとした。

内訳：土地購入費　　　678万8千円
　　　建物購入費　　4,321万2千円

飼料価格高騰緊急対策事業補助金 不妊治療・先進医療交通費助成金
1,870万4千円

　山越小学校は令和５年に創立150周年の節目を迎えるに
あたり、同年11月に行われる記念式典や、各種記念事業の
経費を協賛会に補助。

山越小学校150周年記念事業助成金
70万円

公有財産購入費
5,000万円

30万8千円
不妊治療・先進医療費助成金

350万円

土地収用法事業認定申請収入印紙代
15万8千円

　令和５年10月18日開催の第６回臨時会において
「二海サーモンプロジェクト及び土地収用法の適
用に関する調査特別委員会」が設置されました。

　公共事業など公益性の高い事業のために土地の所有者
から土地を収用することを認めている法律。
　合意を得られた場合には、任意の売買契約を締結する
ことになるが、条件面で折り合いがつかず、事業の進行
が滞る場合には『土地収用制度』が適用される。
　譲渡で受け取る対価保証金は一時所得とみなされ課税
の対象となるが、一定の要件を満たせば課税特例を受け
ることができる。課税特例には、「代替資産取得した際
に譲渡所得がなかったことにするもの」と「譲渡所得か
ら最高5,000万円までの特別控除を差し引くというもの」
があり、いずれかを選択する。

土地収用法とは

　節税のために「売買」を「収用」に変更するのは、地方自治体として
適切な対応なのか。特別委員会で検証したい。（大久保）

熊石サーモン種苗生産施設の
バックアップ施設として購入予定

（写真は熊石の施設）

委託契約の締結
八雲町アイヌ文化財保存活用業務

5,549万5千円
契約の相手方 凸版印刷株式会社



令和5年第3回定例会 一 般 質 問

〔 ８ 〕令和5年11月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※町長が新型コロナウイルスに感染し、欠席となったため、副町長が答弁しています。

職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
国
家
公
務

員
に
準
じ
た
給
与
改
定
や
社
会
情
勢
に

応
じ
、
改
善
に
努
め
て
い
く
。

 問
 
　
国
家
公
務
員
に
「
準
じ
て
」
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
各
種
手
当
の
支
給

な
ど
、
八
雲
町
独
自
の
待
遇
に
で
き
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 総
務
課
長
    地
方
自
治
法
上
、
フ
ル

タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し

て
は
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
等
が
支
給

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
八
雲

町
で
は
ほ
と
ん
ど
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

会
計
年
度
任
用
職
員
な
の
で
、
支
給
で

き
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

 問
 
　
正
職
員
を
募
集
し
て
も
な
か
な

か
来
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
待
遇
の
改
善
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

 副
町
長
    八
雲
町
独
自
で
新
た
な
制

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

 
　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
き
は
、「
他
の

自
治
体
よ
り
、
良
い
待
遇
を
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
基
本
給
の

部
分
は
別
と
し
て
、
各
種
手
当
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
正
職
員
と
同
様
の
支
給

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 副
町
長
    令
和
２
年
４
月
に
地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
自
治
体
に

よ
っ
て
取
扱
い
が
様
々
で
あ
っ
た
臨

時
・
嘱
託
職
員
等
の
任
用
と
処
遇
の
適

正
化
を
図
る
目
的
で
、
会
計
年
度
任
用

度
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
近
隣

町
村
の
状
況
も
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い

き
た
い
。

 問
 
　
国
民
は
物
価
高
騰
に
困
窮
し
て

い
る
。
燃
料
価
格
の
高
騰
や
、
食
料
、

日
用
品
の
値
上
げ
が
続
き
、
来
年
　
月
１０

に
は
電
気
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
予
定

で
あ
り
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

 副
町
長
    令
和
３
年
度
以
降
、
非
課

税
世
帯
及
び
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給

付
金
給
付
事
業
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
の
は
非
課
税
世
帯
だ
け
で
な
い
こ
と

も
理
解
し
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

よ
り
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
、
よ
り
良
い
方

法
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
国
や
北
海
道

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

Ａ
　国
や
北
海
道
の
動
向
を
注
視

Ｑ
　物
価
高
騰
対
策
の
支
援
は

Ｑ
 会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

Ａ
 社
会
情
勢
に
応
じ
て
改
善
に
努
め
る



町政を問う

〔 ９ 〕 令和5年11月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
昨
年
　
月
の
定
例
会
の
一
般
質

１２

問
、『
情
報
共
有
を
！
』
に
対
し
て
、「
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
住
民
の
意
見
や
提
案
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
体
制
づ
く
り
が
重

要
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
体
制

づ
く
り
は
す
で
に
万
全
な
の
か
。

　
６
月
に
新
庁
舎
基
本
設
計
の
住
民
説

明
会
が
行
わ
れ
た
が
、「
情
報
共
有
」
と

い
う
点
か
ら
み
る
と
、
町
長
の
持
っ
て

い
る
情
報
と
、
私
た
ち
に
示
さ
れ
る
情

報
の
量
が
あ
ま
り
に
も
違
い
、
共
有
は

困
難
で
あ
っ
た
。
町
民
の
関
心
が
高
い

事
業
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
対
応
で
は

町
民
の
心
は
離
れ
て
し
ま
う
。

　
今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
も
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
と
、

情
報
共
有
の
た
め
の
更
な
る
工
夫
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 副
町
長
    こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
意
見
交
換
を
行
う
場
を
持
て

な
か
っ
た
が
、
新
庁
舎
の
住
民
説
明
会

は
も
う
少
し
工
夫
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
町
民
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
わ
か

り
や
す
い
内
容
や
表
現
、
各
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
の
伝
達
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 政
策
推
進
課
長
　
  Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
用
い
る
な
ど
、
世
代
ご
と
に

工
夫
し
た
情
報
提
供
を
各
課
に
も
徹
底

さ
せ
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
新
庁
舎
の
住
民
説
明
会
に
お
い

て
も
、「
屋
根
は
木
造
に
見
え
る
が
、
鉄

骨
に
木
を
貼
っ
た
も
の
だ
」、「
　
億
～

６０

　
億
を
予
定
し
て
い
る
が
、
過
疎
債
な

７０ど
、
町
の
持
ち
出
し
は
い
く
ら
位
に
な

る
」
な
ど
、
も
っ
と
丁
寧
に
説
明
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 副
町
長
    新
庁
舎
の
住
民
説
明
会
に

つ
い
て
は
、
数
字
が
独
り
歩
き
を
す
る

と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
建
物
の
構

造
に
関
し
て
は
、
具
体
例
を
挙
げ
る
な

ど
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

説
明
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。

 問
 
　
昨
年
　
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

１２

「
人
手
不
足
解
消
と
町
の
活
性
化
を
目

指
し
た
民
間
企
業
と
の
連
携
」
を
提
案

し
た
と
こ
ろ
、「
民
間
の
企
業
に
積
極

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。」「
企
業
版

Ｑ
 情
報
共
有
が
協
働
の
第
一
歩
！

Ａ
 世
代
を
考
慮
し
た
情
報
伝
達
に
努
め
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
人
材
派
遣
型
と
い
う

も
の
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
み
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。　

　
そ
の
人
材
派
遣
型
は
、
現
在
　
自
治

８３

体
、　

社
、
１
０
２
人
が
活
用
さ
れ
、

３０

１
企
業
で
　
自
治
体
に
　
人
の
社
員
を

５８

６１

派
遣
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
民
間
の
知
識
や
技
術
を
活
用
し
、
人

材
の
確
保
と
充
実
を
図
り
、
関
係
人
口

の
創
出
・
拡
大
に
向
け
て
、
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

 政
策
推
進
課
長
　
  企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
研
修
牧

場
や
サ
ー
モ
ン
養
殖
と
い
っ
た
地
域
再

生
計
画
に
掲
げ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
国
や
道
と
相
談
し
な
が
ら
、

地
域
再
生
計
画
を
変
更
し
、
必
要
な
人

材
が
い
る
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
。

 問
 
　
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
会
社
と
の
連

携
な
ど
、
職
員
募
集
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。　

 副
町
長
    八
雲
町
と
し
て
も
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
人
を
探
し
て
い
る
の
で
、

民
間
企
業
と
手
を
組
む
中
で
対
応
で
き

る
方
策
を
協
議
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
　人
材
確
保
に
向
け
て
進
め
る

Ｑ
　人
材
確
保
と
ま
ち
づ
く
り
の

　　　　　　　　　　　推
進
を
多
角
的
に
！

情報共有を！



令和5年第3回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和5年11月号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
を
行
う
道

南
の
他
自
治
体
と
の
連
携
の
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

③
八
雲
町
と
企
業
が
出
資
す
る
サ
ー
モ

ン
種
苗
生
産
法
人
設
立
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 副
町
長
    ①
令
和
５
年
に
水
揚
げ
し

た
サ
ー
モ
ン
は
、
初
め
て
熊
石
サ
ー
モ

ン
種
苗
生
産
施
設
で
育
成
し
た
種
苗
を

使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
残
率
の
低

下
に
つ
い
て
は
、
稚
魚
の
長
距
離
輸
送
、

ま
た
昨
年
８
月
の
大
雨
被
害
に
よ
る
稚

魚
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
影
響
し
た
も
の
と

推
察
し
て
い
る
が
、
原
因
の
特
定
は
難

し
い
。

②
「
二
海
サ
ー
モ
ン
」
の
商
標
登
録
な

ど
、
北
海
道
初
の
海
面
養
殖
サ
ー
モ
ン

と
し
て
、
認
知
度
や
付
加
価
値
向
上
に

 関  口 　 正  博  議員
せき ぐち まさ ひろ

Ｑ
 サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
つ
い
て

Ａ
 北
海
道
産
サ
ー
モ
ン
の
　
　
　
　
　
　
　

先
駆
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

 問
 
　
八
雲
町
に
お
け
る
ト
ラ
ウ
ト

サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
試
験
事
業
は
、
５

年
間
の
試
験
期
間
を
経
て
、
令
和
６
年

度
か
ら
の
本
格
事
業
化
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
対

し
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

①
令
和
５
年
水
揚
げ
分
の
生
残
率
の
大

幅
な
低
下
に
つ
い
て
の
検
証
は
進
ん
で

い
る
か
。

②
道
内
各
地
域
・
全
国
各
所
に
お
い
て
、

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
取
り
組
み
・
計

画
が
進
ん
で
い
る
が
、
二
海
サ
ー
モ
ン

議会これからの予定
《１１月》　　　９日　総務経済常任委員会
　　　　　　　１６日　文教厚生常任委員会
《１２月》　　　６日　議会運営委員会
　　　　１１日～１４日　第４回定例会
　　　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和５年第４回定例会
12月11日（月）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします

取
り
組
み
、
他
地
域
の
サ
ー
モ
ン
と
の

差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、
浸
透
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
隣
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
取
り
組

む
自
治
体
と
の
意
見
交
換
、
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
事
業
推
進
に
向
け
て
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

③
現
状
の
ま
ま
で
は
収
支
は
赤
字
と
な

る
た
め
、
施
設
を
増
設
し
、
種
苗
生
産

量
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
。
法
人
設
立

の
時
期
、
規
模
、
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、

連
携
予
定
の
企
業
と
相
談
、
協
議
を
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。

水揚げされた二海サーモン



町政を問う

〔 １１ 〕 令和5年11月号

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ 問

 
　
高
齢
者
等
除
雪
費
助
成
交
付
事

業
は
、
現
在
の
需
要
に
対
し
て
十
分
に

応
え
ら
れ
て
い
る
か
。

 副
町
長
    八
雲
地
域
は
年
間
７
～
　１７

件
の
申
請
が
あ
り
、
３
つ
の
事
業
者
が

地
区
を
分
け
て
担
当
し
て
い
る
。
熊
石

地
域
は
年
間
１
～
４
件
の
申
請
で
、
十

分
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
町
営
住
宅
の
排
雪
や
屋
根
の
雪

お
ろ
し
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
困
難

な
世
帯
も
あ
る
。
業
者
を
頼
む
と
高
額

で
低
所
得
者
に
は
厳
し
い
。
町
営
住
宅

の
住
民
と
話
し
合
っ
て
、
官
民
合
わ
せ

た
除
雪
対
策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 副
町
長
    町
営
住
宅
入
居
者
の
、
排

雪
や
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
つ
い
て
は
、

自
ら
の
責
任
・
負
担
に
お
い
て
対
応
し

て
い
た
だ
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、

町
営
住
宅
に
特
別
の
対
応
を
取
る
こ
と

は
難
し
い
。

Ｑ
 町
営
住
宅
の
除
雪
対
策
は
？

Ａ
 特
別
な
対
応
は
難
し
い
　
　
　
　
　
　

 問
 
　
さ
ら
ん
べ
公
園
は
、
昭
和
　
年
３９

に
開
園
さ
れ
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
愛
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
の
は
、
ト

イ
レ
が
和
式
で
衛
生
的
に
も
問
題
が
あ

る
状
況
で
あ
る
。
改
修
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 副
町
長
    公
園
駐
車
場
の
ト
イ
レ
は
、

最
近
で
は
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
。
１

５
０
メ
ー
ト
ル
先
の
遊
具
広
場
に
水
洗

化
さ
れ
た
ト
イ
レ
が
あ
る
た
め
、
改
修

を
行
う
必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
富
咲
地
区
Ｃ
に
要
対
策
土
を
処

分
す
る
た
め
の
道
路
整
備
が
進
ん
で
い

る
が
、
冬
場
の
交
通
事
情
に
よ
り
、
町

内
に
仮
置
き
さ
れ
る
予
定
だ
。
要
対
策

土
は
ヒ
素
な
ど
の
有
毒
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
法
律
に
則
っ
た

毒
物
管
理
責
任
者
が
必
要
だ
。
ま
た
、

Ａ
　必
要
性
は
低
い

Ｑ
　さ
ら
ん
べ
公
園

　　　　　　　　　　　
　　ト
イ
レ
改
修
は
？

Ａ
　進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

　　　　　　　要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

Ｑ
　新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

　　　　　要
対
策
土
仮
置
き
に
つ
い
て

要
対
策
土
に
消
石
灰
を
入
れ
て
中
和
さ

せ
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
は
機
構
に
確

認
し
て
い
る
の
か
。

 副
町
長
    毒
物
管
理
責
任
者
の
配
置

に
つ
い
て
は
不
要
で
あ
る
旨
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
消
石
灰
を
添
加
す
る
こ
と
は
、
不
適

切
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

 政
策
推
進
課
長
　
  仮
置
き
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
要
望
に
よ

り
対
応
し
た
い
。

 問
 
　
自
衛
隊
の
隊
員
募
集
に
際
し
、

八
雲
町
で
も
名
簿
を
提
供
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
個
人
情
報
保
護
に
反

す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

 副
町
長
    八
雲
町
で
は
平
成
　
年
か

３０

ら
、　

歳
、　

歳
、　

歳
に
な
る
方
の

２２

１８

１５

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
が
、
法
令
に

基
づ
く
適
正
な
情
報
提
供
で
あ
り
、
今

後
も
求
め
ら
れ
た
場
合
は
対
応
す
る
。

　
八
雲
町
で
も
、
除
外
申
請
制
度
を
設

け
、
町
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Ａ
　除
外
申
請
の
仕
組
み
を
つ
く
る

Ｑ
　自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供

【
高
齢
者
等
除
雪
費
助
成
交
付
事
業
】

　
　
歳
以
上
や
障
が
い
が
あ
る
方
で
、

６５
自
ら
除
雪
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
家
族

や
地
域
の
方
の
協
力
も
得
ら
れ
な
い
場

合
に
、
積
雪
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

１５

の
時
に
、
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
幅
１

メ
ー
ト
ル
程
度
の
通
路
を
確
保
す
る
事

業
で
あ
る
。

　
利
用
料
金
は
１
回
あ
た
り
　
分
以
内

３０

の
作
業
時
間
で
、
１
６
０
０
円
（
助
成

金
８
０
０
円
＋
本
人
負
担
額
８
０
０
円
、

生
活
保
護
世
帯
は
助
成
金
１
２
０
０
円

＋
本
人
負
担
額
４
０
０
円
）。

　
保
健
福
祉
課
が
窓
口
と
な
る
。
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と
に
対
し
、
町
の
認
識
は
ど
う
な
の
か
。

 新
幹
線
・
公
共
交
通
係
主
任
 

　
説
明
が
変
わ
っ
た
と
い
う
認
識
は
な

い
。
現
地
盤
の
吸
着
性
に
よ
り
濃
度
が

薄
め
ら
れ
、
盛
土
端
部
に
お
い
て
環
境

基
準
値
以
下
に
な
る
と
い
う
説
明
を
受

け
て
い
る
。

 問
 
　
札
幌
市
の
山
口
地
区
で
の
要
対

策
土
置
場
の
工
法
は
、
二
重
遮
水
シ
ー

ト
で
包
ん
で
地
下
水
に
触
れ
る
可
能
性

を
極
力
小
さ
く
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
場
所
選
定
時
か
ら
地
震
の
影

響
の
可
能
性
を
文
献
調
査
し
、
耐
震
強

度
を
増
し
た
積
み
方
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
八
雲
で
の
機
構
の
対
応
は
、

活
断
層
が
あ
る
地
盤
で
あ
る
こ
と
（
地

質
学
会
も
公
表
し
て
い
る
）
を
指
摘
し

た
と
き
も
、「
知
ら
な
か
っ
た
」「
第
三

者
委
員
会
か
ら
の
指
摘
は
な
か
っ
た
」

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

Ｑ
 要
対
策
土
を
も
っ
と
安
心
で
き
る
工
法
へ
！

Ａ
 機
構
を
信
頼
し
て
い
る
が
、
協
議
の
場
は
設
け
た
い

 問
 
　「
要
対
策
土
の
置
場
」
で
の
安
全

管
理
に
関
し
て
の
機
構
の
説
明
が
揺
れ

て
い
る
。
置
場
選
定
時
の
説
明
で
は

「
吸
着
」
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
で

安
心
感
を
植
え
付
け
た
が
、
北
斗
市
村

山
地
区
で
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
た
後
の

現
地
説
明
で
は
「
ろ
過
」
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
表
現
に
替
わ
り
、
環
境
基
準
値
以

下
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
と
い
う
説
明
に

変
わ
っ
た
。

　
八
雲
町
内
で
の
要
対
策
土
の
受
け
入

れ
は
「
村
山
地
区
で
の
反
省
を
活
か
し

た
」
工
法
に
変
え
た
の
だ
が
、
選
定
当

時
と
工
法
も
説
明
も
変
わ
っ
て
い
る
こ

　
八
雲
で
の
要
対
策
土
置
場
は
下
に
何

も
敷
か
ず
、
吸
着
層
に
よ
り
、
外
に
染

み
出
す
こ
と
に
関
し
て
は
「
基
準
値
内

で
あ
れ
ば
問
題
な
い
」
と
い
う
工
法
。

し
か
し
札
幌
で
は
「
地
下
水
に
は
絶
対

に
触
れ
さ
せ
な
い
」
と
い
う
明
確
な
意

思
の
あ
る
工
法
。
こ
の
「
対
応
の
違
い
」

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
私
は
受
け
入
れ
自
治
体
の
「
考
え
方

の
差
」
か
ら
き
て
い
る
と
思
う
。「
機
構

が
安
全
だ
と
言
う
な
ら
安
全
だ
」
と
い

う
考
え
方
を
改
め
る
べ
き
だ
。

 政
策
推
進
課
長
　
  重
金
属
の
濃
度

だ
け
で
は
な
く
、
受
入
地
の
環
境
を

ト
ー
タ
ル
で
考
え
た
結
果
で
選
定
し
た

工
法
と
い
う
説
明
を
受
け
て
い
る
。

 副
町
長
    こ
れ
ま
で
は
機
構
の
説
明

を
全
面
的
に
信
頼
し
て
対
応
し
て
き
た

が
、
指
摘
さ
れ
た
点
に
関
し
て
は
、
意

見
交
換
や
協
議
す
る
場
を
設
け
て
対
応

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

Ａ
　ひ
ど
い
状
況
と
認
識
、

　　　　　継
続
し
て
要
請
も
し
て
い
る

Ｑ
　遊
楽
部
川
（
中
州
や
河
畔
林
）

　　　の
現
状
は
局
地
的
豪
雨
で
も

　　　　　　　　　　　　　　　　　大
丈
夫
か
？

　
要
対
策
土
に
含
ま
れ
る
ヒ
素
、
鉛
な

ど
の
重
金
属
を
「
ど
の
よ
う
に
保
管
す

る
の
か
」
に
つ
い
て
、「
多
く
の
市
民
が

関
心
を
示
す
札
幌
」
と
「
少
数
し
か
関

心
を
示
さ
な
い
八
雲
」
の
違
い
が
あ
る

の
で
は
。

　
そ
れ
は
「
住
民
の
安
全
と
安
心
感
」

に
責
任
を
持
つ
べ
き
組
織
の
姿
勢
に
も

表
れ
る
。
責
任
に
対
し
て
「
逃
げ
腰
の

行
政
」
や
、
自
ら
も
含
め
て
「
及
び
腰

の
議
会
」
に
繋
が
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。（
三
澤
）

Ａ
　戦
争
を
多
面
的
に
学
ぶ
機
会
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　作
っ
て
い
る

Ｑ
　戦
争
を
ど
う

　　　　　　　　　　　教
え
て
い
く
の
か
？

　
広
島
・
平
和
学
習
事
業
の
立
ち
上

げ
時
の
よ
う
な
組
織
を
作
り
、
八
雲

町
民
の
戦
没
者
も
い
る
「
戦
争
末
期

の
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
侵
攻
」「
樺
太
で

の
地
上
戦
」「
函
館
空
襲
」
な
ど
、

北
海
道
で
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
る

な
ど
の
検
討
も
期
待
し
た
い
。（
三

澤
）
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　積極的に産業振興を推し進める八雲町の先兵として、町が出資して「株式会社」をつくっています。
歩み始めたばかりですが、議会としては「厳しく」これらの事業進行を検証しています。

【株式会社 青年舎　令和４年度の経営状況】 

【吉田社長のコメント】

　総飼養頭数：903頭（搾乳523頭）、生乳出荷量：5,467ｔ（１頭あたり10,433㎏/年、36.6㎏/日）で
計画を８％上回った。※１頭あたりで、全道（31.2㎏/日）、渡島（30.6㎏/日）を上回る。
　研修生は４名を受け入れ、うち１名は青年舎正社員として就農している。
　飼料・肥料等の高騰、販売価格の下落などの影響や、建物・機械等の減価償却費（１億4,700万円）
などにより、1億6,172万２千円の当期純損失となった。

【株式会社 木蓮　令和４年度の経営状況】
　八雲町の企業版ふるさと納税に係る業務を受託し、28社/1,166万２千円の受託手数料収入があったほ
か、丘の駅の運営においても観光需要の回復により166万３千円の純利益となった。ぺコレラ学舎の運
営など、廃校活用事業も12万８千円の純利益となり、連結決算において411万９千円の当期純利益と
なった。

　酪農経営を取り巻く状況は、過去に例がないほどの難局ですが、地道な経営改善を進めています。
　今後に向けては、育成牛のゲノム採取・分析にも着手しており、これにより更なる個体改良が進み、
生産性向上が図られます。また、乳房炎対策にワクチン接種や和牛の受精卵移植を始めており、飼養管
理技術の向上を目指しています。また、草地更新も計画的に進めており、良質で安価な飼料の安定確保
に努め、１頭あたり日量40㎏の生産も期待されます。
　今年３月にはバイオガスプラント工事が完了しました。現在、試
運転中であり、来年度からはＦＩＴによる売電が可能となります。
　明るい未来を信じて、青年舎社員一丸となり、この難局を乗り越
えるよう、更なる努力をしていきたいと思います。
　※直近の成績　日乳量39.2㎏/頭（全道31.8㎏、渡島30.8㎏）

【近藤社長のコメント】
　木蓮は「人材育成」と「八雲町の物産のＰＲ」をする会社。その目的は「人を遺すこと」です。しか
し、現状の木蓮には、稼ぐ手段も人材も足りていません。それを実感した令和４年度でした。
　新しく始めた八雲高校ビジネス科との「町おこし事業」は、人材
育成を念頭に、八高生が「自ら考え、自ら動き出す」こと。それを
木蓮が後押しするという企画です。事業として企画し、実行して検
証するという一連の流れを経験させたいと思っています。
　今後も「人材育成」を中心に据えて、試行錯誤しながらチャレン
ジすることができる環境である「木蓮」でありたいですね。

のこ
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定例会・臨時会議件一覧

令和５年第５回臨時会（令和５年８月９日）

令和５年度八雲町一般会計補正予算（第４号）議案第２号工事請負契約の締結について議案第１号

令和５年第３回定例会（令和５年９月６日～１３日）

令和５年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議案第１１号
令和４年度八雲町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定第１号

専決処分の報告について
（損害賠償額の決定について）

報告第１号
令和４年度八雲町国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定第２号

株式会社青年舎の経営状況の報告について報告第２号
令和４年度八雲町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

認定第３号

株式会社木蓮の経営状況の報告について報告第３号
令和４年度八雲町介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

認定第４号

八雲町固定資産評価審査委員会委員の選任に関し
同意を求めることについて

同意第１号
令和４年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第５号

八雲町農業委員会委員の任命に関し同意を求める
ことについて

同意第２号
令和４年度八雲町下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

認定第６号

八雲町教育委員会委員の任命に関し同意を求める
ことについて

同意第３号
令和４年度八雲町農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定第７号

国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書発委第１号令和４年度八雲町病院事業会計決算認定について認定第８号

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に
対する適正な診療上の評価等を求める意見書

発議第１号令和４年度八雲町水道事業会計決算認定について認定第９号

現行の健康保険証の存続を求める意見書発議第２号
八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

議案第１号

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書発議第３号
八雲町病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例

議案第２号

福島第１原発にたまる処理水の海洋放出中止を求
める意見書

発議第４号八雲町病院奨学金貸付条例の一部を改正する条例議案第３号

脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコ
ノミー（循環型経済）の推進を求める意見書

発議第５号八雲町火災予防条例の一部を改正する条例議案第４号

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強化を求める意見書

発議第６号工事請負契約の締結について議案第５号

東京電力福島第１原発にたまる処理水放出によっ
て生じる「課題」に迅速に取り組むことを求める
意見書

発議第７号工事請負契約の締結について議案第６号

決算特別委員会審査報告書委託契約の締結について議案第７号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につい
て

議案第８号

議員派遣の件町道路線の一部廃止について議案第９号

令和５年度八雲町一般会計補正予算（第５号）議案第１０号

令和５年第６回臨時会（令和５年１０月１８日）

二海サーモンプロジェクト及び土地収用法の適用
に関する調査特別委員会設置に関する決議

発委第１号工事請負契約の締結について議案第１号

令和５年度八雲町一般会計補正予算（第６号）議案第２号
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千
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黒
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行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

×○○○○○○○○○××○可　　決
八雲町病院事業の設置に関する条例の一部を改正
する条例

議案第２号

○○欠○○○○○○
棄
権

○○○可　　決令和５年度八雲町一般会計補正予算（第５号）議案第１０号

××欠×××××××○○○否　　決現行の健康保険証の存続を求める意見書発議第２号

××欠×××××××○○×否　　決
福島第１原発にたまる処理水の海洋放出中止を求
める意見書

発議第４号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第３回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

渡島・檜山管内市町議会議員研修会に参加しました
　１０月１６日、北斗市において議員研修会が開催され、議長はじめ９名の議員が参加しました。

　第１講演は、朝日新聞東京本社ネットワーク報道本部次長の三島あずさ氏による「地方議会とハラ

スメント」というテーマで、時事問題も絡めながら「旧来の考え方そのものを変えていかなければな

らない」と講演いただきました。第２講演では、北海道経済部資源エネルギー局長兼ゼロカーボン推

進局風力担当局長の西岡孝一郎氏による「ゼロカーボン北海道に

ついて」というテーマで、温室効果ガスによる温暖化の現状と、

ゼロカーボンをめぐる北海道の取り組みについて講演いただきま

した。八雲町も「ゼロカーボンシティ」を宣言しており、今話題

の洋上風力発電についても熊石地域が該当しており、とても有意

義な研修でした。

《８月》

　　　７日　議会運営委員会

　　　９日　第５回臨時会

　　　　　　全員協議会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　１７日　文教厚生常任委員会

　２８～２９日　文教厚生常任委員会視察調査

《９月》

　　　１日　議会運営委員会

　６～１３日　第３回定例会

　　　　　　決算特別委員会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

《１０月》

　　　４日　全員協議会

　　　６日　広報広聴常任委員会

　　　１２日　総務経済常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

　　　１８日　第６回臨時会

　　　　　　二海サーモンプロジェクト及び土

地収用法の適用に関する調査特別

委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　２０日　広報広聴常任委員会

　　　２７日　二海サーモンプロジェクト及び土

地収用法の適用に関する調査特別

委員会

議会のうごき



〔 １６ 〕令和5年11月号

　７月25日、はぴあ八雲で開催し、昼18名、夜11名の皆さまの参加
をいただきました。

（少子化と八雲の未来について）
・若者が結婚しやすい環境、共働きしたいとき、奥さんの働ける場所の確保。
・修繕したら利用できそうなアパートなど、新婚さん優先で安く提供するのはどうか
・新庁舎にこんなにお金を使うよりも、人口問題にお金を使ってほしい。
（八雲町議会議員のなり手について）
・議員は責任感を持つべき。町長の方針に対し、しっかりチェックしてほしい。
・立候補しやすいよう議員報酬を上げたが、選挙の結果は無投票。何も変わってないのではないか。
（その他）
・木彫り熊をアピールし、後継者を育て、しっかりと
　伝承してほしい。
・Ｊアラートが鳴っても、どこに避難したらいいのか
　わからない。
・人口が減っていくのに、立派な庁舎は必要なのか。
・胆振東部地震の時に小学校の体育館に避難したが、
　プライバシーが守られる避難所にしてほしい。

　早速、新たな取

り組みとして、10

月14日、町民セン

ターで開催された

木育事業の中で、

「議会カフェ」を

開催しました。

昼の部

（町長に伝えるべき事項）
・国保病院建替事業、新庁舎建設事業について、
　再度の説明会を開き、丁寧な説明を要望する。

（議会運営委員会の担当事項）
・報告会の名称を含め、「議会カフェ」の実施
　等、議会基本条例の文言改正の検討をする。

（各常任委員会の担当事項）
・地域おこし協力隊のあり方、Ｊアラートの対
　応の仕方、木彫り熊の充実、避難所のプライ
　バシーの配慮、生ごみの堆肥化、婚活につい
　て議論を深める。



〔 １７ 〕 令和5年11月号

　７月25日、くまいし館で開催し、８名の皆さまの参加をいただき
ました。

　７月25日、落部町民センターで開催し、９名の皆さまの参加をい
ただきました。

（少子化と八雲の未来について）
・町内会の維持が難しい。町内会の合併を考えてはどうか。
・男女の出会いの場がない。何かイベントを開いてほしい。
（八雲町議会議員のなり手について）
・議員のなり手の話なら、若い人たちが来れる夜の時間帯にしたほうが良かったのでは。
・高校生に議会や選挙を学ぶ機会をつくれば良いのでは。
・議員が建設業や商工会等で勉強会をやって、地
　域の信頼を得ながら、後継者を育ててはどうか。
・雇用されている人は立候補できない。報酬を上
　げるだけではなく、議会の環境整備も必要。
（その他）
・国保病院建替えについて、もっと町民に説明す
　べきではないか。
・議員にも、お祭りの山車の引手となって参加し
　てもらいたい。

（少子化と八雲の未来について）
・国が出した人口減少のデータより、八雲町のデータのほうが必要。
・落部にも地域おこし協力隊が必要なところはある。
・子ども達がなぜ八雲に戻ってこないのかを考えるべき。
（八雲町議会議員のなり手について）
・小学校の児童の数が減っている。議員も若い人をどう呼び込むか考えてほしい。
・議会報告会のような機会をもう少し増やしてほしい。
（その他）
・Ｊアラートが発信された時の対応を学校だけではなく、地域にも共通理解できるようにしてほ
　しい。
・新庁舎や温泉施設の改修など、子どもを大切にと言っておきながら、子どもに借金を負わせて
　いる。

開かれた議会
　　　をめざして



〔 １８ 〕令和5年11月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和５年８月から令和５年10月の

各常任委員会の活動です。

●
国
保
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ
い
て
（
熊
石
国
保
病
院
）

　
現
病
院
か
ら
新
病
院
へ
の
持
続
可
能

な
病
院
運
営
に
道
筋
を
示
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
地
域
住
民
に
良
質
な
医
療
を

提
供
し
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ン
で
す
。

　
新
病
院
は
現
在
の
雲
石
町
か
ら
平
町

へ
移
り
ま
す
。
病
床
は
現
在
の
　
床
か

９９

ら
　
床
と
な
り
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ

３０
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
ま
す
。

文
教
厚
生

　
建
築
事
業
費
は
　
億
円
程
度
を
見
込

２５

み
、
財
源
と
し
て
病
院
事
業
債
、
過
疎

債
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
建
設
工
事
は
令
和
６
年
３
月
～
令
和

７
年
４
月
、
開
院
は
令
和
７
年
６
月
の

予
定
で
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
条
例
を
！

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
条
例
」
を
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
で
つ
く
ろ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
全
国
初
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、
埼
玉
県

条
例
に
よ
る
と
、「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は

「
高
齢
、
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
が

い
又
は
疾
病
等
に
よ
り
援
助
を
必
要
と

す
る
親
族
、
友
人
そ
の
他
の
身
近
な
人

に
対
し
て
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、
日

常
生
活
上
の
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す

る
者
」
と
定
義
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
は
　
歳
未

１８

満
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
は
、
そ
う
と
は

意
識
し
な
い
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
、
潜
在
的
な
存
在
と
も
言
え

ま
す
。

  視
察
調
査
報
告
  

ま
お
い
学
び
の
さ
と
小
学
校（
長
沼
町
）

安
平
町
立
早
来
学
園
（
安
平
町
）
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、

教
育
の
あ
り
方
は
日
々
変
遷
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
八
雲
町
の
学

校
教
育
の
参
考
と
す
る
た
め
、
８
月
　２８

～
　
日
に
、
長
沼
町
と
安
平
町
で
今
年

２９
４
月
に
開
校
し
た
ば
か
り
の
学
校
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

ま
お
い
学
び
の
さ
と
小
学
校

　
人
口
約
１
万
人
の
長
沼
町
で
、
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
を
活
用
し
、
令
和
２
年

に
北
海
道
知
事
に
認
可
さ
れ
た
私
立
の

小
学
校
で
す
。
１
学
年
　
名
、
定
員
１

２０

２
０
名
（
初
年
度
は
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
）
の
学
校
で
す
。

　「
子
ど
も
が
中
心
の
体
験
型
学
習
」が

大
き
な
柱
で
す
。
通
り
一
遍
の
学
校
行

事
は
な
く
、
通
知
票
も
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
自
主
性
を
育
む
コ
ン
セ
プ
ト

が
満
載
で
す
。

安
平
町
立
早
来
学
園

　
人
口
、
約
７
０
０
０
人
の
安
平
町
は

平
成
　
年
９
月
の
胆
振
東
部
地
震
で
大

３０

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
早

来
中
学
校
校
舎
が
使
え
な
く
な
り
、
仮

設
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
３
つ
の
小
学
校
と
１
つ
の
中
学
校
を

統
合
、
１
～
９
年
生
ま
で
の
小
中
一
貫

の
義
務
教
育
学
校
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　「
大
人
と
子
ど
も
の
接
点
を
増
や
し

た
い
」
と
い
う
狙
い
か
ら
、
地
域
の
人

も
図
書
館
や
体
育
館
、
会
議
室
な
ど
に

出
入
り
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ど
ち
ら
の
学
校
も
、
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
こ
こ
か
ら
世
界
に
通
じ
る
人

材
が
排
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
八
雲
町
の
教
育
に
反
映
で
き
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
？
今
後
の
課
題
で
す
。 早来学園



〔 １９ 〕 令和5年11月号

総
務
経
済

●
上
八
雲
地
区
ふ
化
施
設
に
つ
い
て

（
サ
ー
モ
ン
推
進
室
）

　
民
間
事
業
者
が
所
有
す
る
施
設
の
譲

渡
を
受
け
る
た
め
の
協
議
の
中
で
、
所

有
者
か
ら
土
地
収
用
法
の
事
業
認
定
制

度
の
活
用
の
申
し
出
が
あ
り
、
令
和
４

年
度
予
算
を
減
額
補
正
し
た
が
、
新
た

に
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
事
業

認
定
申
請
料
　
万
８
千
円
、
施
設
購
入

１５

費
５
千
万
円
な
ど
、
増
額
補
正
す
る
。

●
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
に
つ

い
て
（
農
林
課
）

補
助
内
容

　
国
が
実
施
す
る
「
国
産
飼
料
利
用
拡

大
緊
急
酪
農
対
策
事
業
」
で
交
付
さ
れ

る
補
て
ん
単
価
が
都
道
府
県
と
同
額
に

な
る
よ
う
に
、
差
額
分
を
補
助
す
る
。

・
乳
牛：

２
８
０
０
円
（
１
頭
あ
た
り
）

・
肉
牛：

１
６
８
０
円
（
１
頭
あ
た
り
）

●
日
本
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム（
株
）八
雲

桜
野
肥
育
牧
場（
仮
称
）建
設
に
か
か
る

町
有
地
の
譲
渡
に
つ
い
て
（
農
林
課
）

　
国
内
産
豚
肉
の
生
産
事
業
を
維
持
発

展
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
肥
育
農
場
の

建
設
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
旧
桜

野
牧
場
跡
地
を
建
設
地
と
し
て
譲
渡
す

る
。

●
遊
楽
部
川
及
び
落
部
川
に
係
る
河
畔

林
の
伐
採
に
つ
い
て
（
建
設
課
）

　
河
川
本
来
の
流
化
能
力
を
維
持
す
る

た
め
、
北
海
道
の
負
担
に
よ
り
、
遊
楽

部
川
と
落
部
川
の
河
畔
林
を
伐
採
す
る
。

●
二
股
ト
ン
ネ
ル
外
１
箇
所
工
事
に
お

け
る
濁
水
未
処
理
水
の
流
出
に
つ
い
て

（
政
策
推
進
課
）

　
９
月
４
日
、
盤
石
ト
ン
ネ
ル
坑
内
か

ら
濁
水
が
流
出
。
濁
水
の
流
出
を
最
小

限
に
留
め
る
た
め
、
応
急
処
置
と
し
て

濁
水
を
清
濁
分
離
し
、
清
水
分
を
下
二

股
川
へ
放
流
し
た
。
水
質
調
査
の
結
果
、

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
想
定
さ
れ
る
原
因
と
し
て
は
、
ポ
ン

プ
の
不
具
合
、
監
視
体
制
の
不
備
、
作

業
中
断
の
基
準
が
な
か
っ
た
こ
と
、
予

備
ポ
ン
プ
の
準
備
に
対
す
る
認
識
不
足

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

●
旧
す
ま
ぃ
る
熊
石
建
物
及
び
旧
熊
石

高
校
公
宅
取
得
に
伴
う
関
係
条
例
等
の

整
備
に
つ
い
て
（
地
域
振
興
課
）

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
熊
石
地

域
に
お
い
て
、
移
住
・
多
拠
点
生
活
を

希
望
す
る
者
に
対
し
、
関
係
人
口
の
拡

大
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
。
指

定
管
理
者
と
し
て
、
人
材
確
保
・
移
住

定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
地
域
戦

略
く
ま
い
し
」
を
候
補
者
と
し
て
検
討

し
て
い
る
。

●
「
関
係
人
口
の
拡
大
に
よ
る
熊
石
地

域
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
（
地
域
振
興
課
）

　
具
体
的
な
事
業
案
と
し
て
、
２
拠
点

生
活
体
験
、
お
試
し
移
住
な
ど
の
「
関

係
人
口
増
加
事
業
」、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
、
お
試
し
就
労
な
ど

の
「
人
材
確
保
・
育
成
事
業
」、
地
域
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
「
地
域
活
性
化
事

業
」
を
計
画
し
て
い
る
。

【
委
員
か
ら
出
た
意
見
】

・
売
買
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
話
が
、
な

ぜ
土
地
収
用
法
の
話
に
な
っ
た
の
か
。

・
法
人
設
立
後
に
売
却
予
定
の
物
件
で

あ
る
は
ず
。
収
用
で
大
丈
夫
な
の
か
。

【
委
員
か
ら
出
た
意
見
】

・
建
物
取
得
や
条
例
整
備
、
本
格
運
用

ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、運
営
に
関
し
て
は
、具
体
的
な
も

の
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
町
が
施
設
を
購
入
し
、
必
要
な
改
修

整
備
を
し
、
な
お
か
つ
赤
字
に
な
ら
な

い
金
額
で
設
定
し
た
い
と
い
う
指
定
管

理
料
な
ら
、
だ
れ
も
が
手
を
上
げ
た
い

は
ず
。
行
政
の
公
平
性
に
問
題
は
な
い

の
か
。

・
地
域
内
の
若
者
の
「
や
る
気
喚
起
」

だ
と
し
て
も
、
形
も
で
き
て
い
な
い
組

織
・
団
体
に
対
し
、
先
に
条
例
ま
で
整

備
し
て
と
い
う
の
は
順
番
が
違
っ
て
い

な
い
か
。

・
公
募
に
し
て
、
事
業
内
容
を
明
確
に

さ
せ
る
べ
き
で
は
。

７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
ま
す
。

遊楽部川の令和５年度伐採予定区間
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野田生中学校３年生

Ｑ　将来の夢や、やってみたいことは？

・実家の農業、漁業を継ぎたい。

・プロ野球選手になりたい。

・声優になりたい。

・興味があるので、映画関係の仕事をしたい。

・動物関係、翻訳関係、美容関係などなど。

Ｑ　学校の思い出は？

・いろいろな行事を通して後輩と仲を深められたこ

と。

・修学旅行で道外へ３年生全員で行けたこと。

・学校祭で、お笑いや落語などを披露したこと。

・受験のことを考えると、１年生のときからもっと

勉強しておけばよかったと思っている。

Ｑ　野田生中学校の自慢は？

・人数が少ない分、仲良く行事ができて楽しい。

・人数が少ないので、１年生から３年生まで、誰で

も目立つことができる。

・先生と生徒が身近で、友達のように接することが

できる。

・先生から教えてもらう勉強がわかりやすい。

・イベントがたくさんある。１２月には「野田生カー

ニバル」もある。

Ｑ　給食は美味しいですか？

・美味しくて、食缶がいつも空になる。

・全部美味しい。３年生は足りなくて、下級生の分

をもらうときがある。

Ｑ　八雲町にあったらいいと思うものは？

・以前、近くにあったコンビニがなくなり、不便を

感じる。

・バッティングセンターがあると嬉しい。

・プリクラがあればいい。

落部中学校３年生

Ｑ　修学旅行で落部のＰＲをしたそうですね。

（ふるさとの産業に誇りを持ってもらいたいと願い、

今年から始めた取り組み）

・東京浅草の宿泊したホテルの前で、八雲町と、ふ

るさと納税のパンフレット、ウニの説明文、ホタ

テの貝柱５個をセットにして、２５０人に配布した。

・歩いている人に話しかける時、どうやったらいい

か悩んだ。声のかけ方が勉強になった。

・とてもいい経験になった。

Ｑ　八雲に欲しいものは？

・飲食店が少ない。

・プリクラがほしい。

・国道の街灯が少なくて暗い。

・少年団で柔道をやっているが、畳が少ない。

Ｑ　給食は美味しいですか？

・カレーライスやシチューも美味しい。

・以前あった揚げパンが食べたい。

Ｑ　学校生活の思い出は？

・修学旅行、学校祭が楽しかった。

・学校祭は器楽やステージ発表（歌や踊り）があっ

て盛り上がった。

・運動会がスポーツ大会になり、レクリエーション

種目が減って残念だった。

・・・取材を終えて・・・

　表紙の写真からもわかるように、学校生活を楽し

く過ごしている様子が、表情や言葉から感じ取るこ

とができました。
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議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
引
き

受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
岡
田

嘉
治
さ
ん
が
、
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
慎
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
８
月
か
ら
９
月
の
初
旬

に
か
け
て
、
身
近
な
人
が
ず
い

ぶ
ん
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
熱
中

症
で
亡
く
な
っ
た
方
も
い
ま
し

た
。

　
熱
中
症
と
い
え
ば
、
伊
達
市

で
小
学
２
年
生
の
女
子
児
童
が
、

そ
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
北

海
道
新
聞
の
渡
島
・
檜
山
の
小

中
学
校
に
お
け
る
各
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
率
の
調
査
結
果
で

は
、
八
雲
町
は
０
％
と
な
っ
て

お
り
、
残
念
な
が
ら
保
健
室
で

の
設
置
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
八
雲
町
の
各
学
校
の
教

室
に
、
早
急
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
を
、
町
に
要
請
す

べ
き
と
、
議
会
内
で
も
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
　
委
員
　
佐
藤
　
智
子

編
  集
  後
  記

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。　今回は

野田生中学校・落部中学校の　　　　
３年生の生徒さんです！


